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Symantec ApplicationHA
agent for Oracle の概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Symantec ApplicationHA agent for Oracle について

■ 6.1 リリースで導入された変更点

■ Oracle 用の ApplicationHA エージェントのインストールと削除

■ サポート対象ソフトウェア

■ エージェントを Oracle 高可用にする方法

■ Symantec ApplicationHA agent for Oracle の機能について

■ ApplicationHA 仮想マシンの標準的な Oracle 設定

■ ApplicationHA 仮想マシンでの Oracle 設定について

Symantec ApplicationHA agent for Oracle について
ApplicationHA agent for Oracle は、 Oracle データベースインスタンスの制御と監視を
提供します。

Symantec エージェントは以下を実行します。

■ エンタープライズアプリケーション内の特定のリソースの監視。

■ これらのリソースの状態判断。

■ 外部イベントに従ったリソースの起動または停止。
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エージェントにはリソースタイプの宣言とエージェントの実行ファイルが含まれています。

Oracle のエージェントは、Oracle とリスナープロセスの監視、オンライン化、オフライン化
を行います。

Oracle の高可用性を実現するため、ApplicationHA パッケージには連携して働く次の
エージェントが含まれています。

■ Oracle エージェントは Oracle データベースプロセスを監視します。

■ Netlsnr エージェントはリスナープロセスを監視します。

6.1 リリースで導入された変更点
シマンテック社では、build_oraapi.sh スクリプトとともに、Oracle エージェントの
/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリに Oracle 用の VCS エージェントを同
梱しています。build_oraapi.sh スクリプトは Oracle 診断監視に必要なライブラリのリ
ンクに使えます。

メモ: このリリースでは、診断監視オプションは ASMInst エージェントではサポートされて
いません。

Oracle 用の ApplicationHA エージェントのインストール
と削除

Symantec ApplicationHA をインストールまたはアンインストールする際、Oracle 用の
ApplicationHA エージェントが自動的にインストールまたはアンインストールされます。詳
しくは、『Symantec ApplicationHA インストール/アップグレードガイド』を参照してくださ
い。

四半期ごとにシマンテック社がリリースする、高可用性エージェントのエージェントパック

に付属のプログラムをインストールまたはアンインストールする際は、Oracle 用の
ApplicationHA エージェントの最新バージョンが自動的にインストールまたはアンインス
トールされます。詳しくは、『Symantec ApplicationHA Agent Pack インストールガイド』
を参照してください。

サポート対象ソフトウェア
Symantec ApplicationHA agent for Oracle は、次のソフトウェアバージョンをサポート
します。

■ Symantec ApplicationHA agent for Oracle は、Symantec ApplicationHA 6.1 が
インストールされている仮想マシン内にインストールして実行できます。
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■ 次のバージョンの Veritas Operations Manager コンポーネントがサポートされます。

■ Veritas Operations Manager Management Server 6.0 以降

■ Linux 向け Veritas Operations Manager の管理対象ホスト 6.0 以降

サポート対象のアプリケーションバージョン
表 1-1 の一覧は、Symantec ApplicationHA 6.1 が仮想マシンで現在サポートする
Oracle のバージョンを示します。

表 1-1 サポート対象のアプリケーションバージョン

バージョンアプリケーション

10gR2, 11gR1, 11gR2, and 12cOracle

サポート対象の仮想化環境
Symantec ApplicationHA は、物理ホストで RHEL（Red Hat Enterprise Linux）6 の
Update 3 と 4 を実行している KVM 仮想化環境内の仮想マシンにインストールして実行
できます。

仮想マシンでサポートされるオペレーティングシステム
表 1-2 では、Symantec ApplicationHA 6.1 のサポート対象のオペレーティングシステ
ムを示します。

表 1-2 サポート対象のゲストオペレーティングシステム

カーネルバージョンレベルオペレーティングシステム

2.6.18-194.el5

2.6.18-238.el5

2.6.18-274.el5

2.6.18-308.el5

2.6.18-348.el5

アップデート 5、
6、7、8、9

Red Hat Enterprise Linux 5

2.6.32-279.el6

2.6.32-358.el6

アップデート 3、
4

Red Hat Enterprise Linux 6

メモ: 64 ビットオペレーティングシステムのみサポートされます。
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システムで実行されている Red Hat Enterprise Linux のバージョンが 表 1-2 で示すバー
ジョンより低い場合は、Symantec ApplicationHA をインストールする前にアップグレード
する必要があります。オペレーティングシステムのアップグレードと再インストールについ

て詳しくは、Red Hat のマニュアルを参照してください。

シマンテック社は Red Hat によって配布されるカーネルバイナリのみをサポートします。

シマンテック社製品は、前述のカーネルとパッチの後続リリース適用後でも動作します。

ただし、その場合は、オペレーティングシステムがカーネル ABI（アプリケーションバイナ
リインターフェース）互換を維持していることが条件です。

エージェントを Oracle 高可用にする方法
Symantec ApplicationHA agent for Oracle は、Oracle データベースとリスナープロセ
スを絶えず監視し、正常に機能しているかどうかを確認します。

このエージェントには、次のアプリケーション監視レベルがあります。

■ プライマリまたは基本監視

このモードにはプロセスチェックと診断の監視オプションがあります。デフォルトのプロ

セスチェックのオプションの場合は、エージェントは Oracle とリスナープロセスがプロ
セステーブルに存在することを確認します。プロセスチェックでは、プロセスのハング

アップ状態または停止状態を検出できません。

Oracle のエージェントには、Oracle のリソースが意図的にオフラインになったかどう
かを検出する機能があります。エージェントは、Oracle 10g またはそれ以降の場合に
段階的な停止を検出します。管理者が Oracle を段階的に停止させるときは、Oracle
が停止していてもエージェントはリソース障害をトリガしません。 Oracle エージェント
を意図的にオフラインにする機能を有効にする場合は、タイプレベルの属性

IntentionalOffline と MonitorOption の値を 1 に設定する必要があります。
たとえば、意図的なオフライン機能では、インスタンスの異常終了が発生した場合、

エージェントは Oracle リソースの障害と判断します。shutdown、shutdown
immediate、shutdown abort、shutdown transactional などのコマンドを使用
して Oracle を段階的に停止させると、エージェントは Oracle リソースをオフラインと
して報告します。

■ セカンダリまたは詳細監視

このモードでは、Perl スクリプトを実行し、データベースやリスナーに対してコマンドを
発行してその状態を確認します。

Oracle またはリスナープロセスが正しく機能していないことを監視ルーチンが報告した場
合には、エージェントはアプリケーションのエラーを検出します。このアプリケーションエ

ラーが起きると、エージェントはアプリケーションサービスの開始を試行します。 設定可能
な回数を試行してもアプリケーションサービスが開始しない場合には、エージェントはア

プリケーションエラーと見なし、VCS に状態を報告します。 設定に応じて、VCS は仮想
マシンを再起動します。 コンピュータを再起動すると、エージェントはアプリケーションサー
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ビスを開始し、設定したリソースをオンラインにします。 このようにして、エージェントは
Oracle のサービスとデータベースの高可用性を実現します。

メモ: ApplicationHA ウィザードでは、プライマリ監視または基本監視のみを設定できま
す。セカンダリ監視や詳しい監視を設定するには、CLI/VOM （Veritas Operations
Manager）を使います。

Symantec ApplicationHA agent for Oracle の機能につ
いて

エージェントが実行する機能はエントリポイントと呼ばれます。Oracle 用の Symantec
ApplicationHA エージェントスイートの一部である次のエージェントの機能を見直します。

■ Oracle エージェントの機能
p.10 の 「Oracle エージェントの機能」 を参照してください。

■ Netlsnr エージェントの機能
p.18 の 「Netlsnr エージェントの機能」 を参照してください。

Oracle エージェントの機能
Oracle エージェントはデータベースプロセスを監視します。

表 1-3 に、Oracle エージェントの機能を一覧で示します。

表 1-3 Oracle エージェントの機能

説明エージェントの操作

次の sqlplus コマンドを使って Oracle データベースを起動します。

startup force pfile=$PFile

デフォルトの起動オプションは、STARTUP_FORCE です。Oracle の
異なる起動オプションを使ってデータベースを開始するようにエージェ

ントを設定することもできます。

p.11 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

Online
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説明エージェントの操作

次の sqlplus コマンドに指定のオプションを加えて Oracle データ
ベースを停止させます。

shutdown immediate

IMMEDIATE は、デフォルトのシャットダウンオプションです。Oracle の
異なるシャットダウンオプションを使ってデータベースを停止するように

エージェントを設定することもできます。

p.11 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

Offline

Oracle プロセスの状態を確認します。Oracle エージェントでは、基本
と詳細の 2 段階の監視レベルを設定できます。

p.13 の 「Oracle エージェントの監視オプション」 を参照してください。

Monitor

次の sqlplus コマンドを使って Oracle データベースを強制的に停
止します。

shutdown abort

プロセスが shutdown コマンドに応答しない場合、エージェントは次の
ことを実行します。

■ 設定されたインスタンスと関連付けられているプロセスについて、プ

ロセステーブルをスキャンします。

■ 設定されたインスタンスと関連付けられているプロセスを強制終了し

ます。

Clean

Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション
すでに設定が行われた Oracle インスタンスに起動オプションや停止オプションを指定で
きます。

表 1-4 に、エージェントがサポートする起動オプションを一覧で示します。

表 1-4 起動オプション

説明オプション

pfile が設定されている場合は、startup force
pfile='location_of_pfile' コマンドを実行します。

pfile がまだ定義されていない場合、エージェントは、startup
force を実行します。この起動オプションでは、デフォルトの場所
からデフォルトのパラメータファイルを取得します。

STARTUP_FORCE

（デフォルト）
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説明オプション

pfile が設定されている場合は、startup
pfile='location_of_pfile' コマンドを実行します。

pfile がまだ定義されていない場合、エージェントは、デフォルトの
場所からデフォルトのパラメータファイルを取得し、startup を実
行します。

STARTUP

データベースを RESTRICTED モードで起動します。RESTRICTED

インスタンスの起動中にデータベースのリカバリを実行します。RECOVERDB

事前定義済みの SQL スクリプト（start_custom_$SID.sql）
を使い、カスタムの起動オプションを実行します。このスクリプト

は、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリに格納し、Oracle
Owner OS ユーザーに対するアクセス権を割り当てる必要があり
ます。このスクリプト自体が見つからない場合は、エージェントでエ

ラーメッセージがログ出力されます。

カスタムのスクリプトを使って、エージェントで次の処理を実行しま

す。

sqlplus /nolog <<!
connect / as sysdba;
@start_custom_$SID.sql
exit;
!

CUSTOM

srvctl ユーティリティを使ってデータベースのインスタンスを起
動します。

RAC クラスタの場合、デフォルトの起動オプションを
SRVCTLSTART として手動で設定する必要があります。

SRVCTLSTART

srvctl ユーティリティを使って -o 'read only' オプションを
指定してデータベースのインスタンスを起動します。

SRVCTLSTART_RO

表 1-5 に、エージェントがサポートする停止オプションを一覧で示します。

表 1-5 停止オプション

説明オプション

shutdown immediate を実行して、Oracle インスタン
スを停止します。

IMMEDIATE

（デフォルト）
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説明オプション

shutdown transactional コマンドを実行します。こ
のオプションは、このオプションをサポートするバージョン

のデータベースでのみ有効となります。

TRANSACTIONAL

事前定義済みの SQL スクリプト
（shut_custom_$SID.sql）を使い、カスタムの停止オ
プションを実行します。このスクリプト

は、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリに格納
し、Oracle Owner OS ユーザーに対するアクセス権を割
り当てる必要があります。このスクリプト自体が見つからな

い場合は、エージェントは、デフォルトのオプションで自身

を停止させます。

CUSTOM

srvctl ユーティリティを使って、データベースのインスタ
ンスを停止します。

RAC クラスタの場合、デフォルトのオプションを
SRVCTLSTOP として手動で設定する必要があります。

SRVCTLSTOP

srvctl ユーティリティを使って -o transactional
オプションを指定してデータベースのインスタンスを停止

します。

SRVCTLSTOP_TRANSACT

srvctl ユーティリティを使って -o abort オプションを
指定してデータベースのインスタンスを停止します。

SRVCTLSTOP_ABORT

srvctl ユーティリティを使って -o immediate オプ
ションを指定してデータベースのインスタンスを停止しま

す。

SRVCTLSTOP_IMMEDIATE

Oracle エージェントの監視オプション
Oracle エージェントでは、基本と詳細の 2 段階の監視レベルを設定できます。デフォル
トでは、エージェントは基本監視を実行します。

基本監視モードでは、次のオプションが用意されています。

■ プロセスチェック

■ 診断

Oracle リソースの MonitorOption 属性は、エージェントがプロセスチェックモードまたは
診断モードで、基本監視を実行する必要があるかどうかを決定します。

表 1-6 に、基本監視オプションを示します。
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表 1-6 基本監視オプション

説明オプション

プロセスチェック

エージェントでは、ora_dbw、ora_smon、ora_pmon、ora_lgwr の各プロセ
スについてのプロセステーブルをスキャンして、Oracle が稼働していること
を確認します。

0

（デフォルト）

診断（Oracle 10g 以上でサポート）

エージェントは Oracle の診断用 API を使ってシステムグローバル領域
（SGA）を監視し、インスタンスに関する情報を取得します。

Oracle エージェントの意図的なオフラインの機能を使う場合は、診断監視
を有効にする必要があります。

1

基本監視を設定する場合は、次の注意事項を確認します。

■ 管理者が ApplicationHA 仮想マシンで Oracle データベースをオンラインにすると、
Oracle インスタンスは開始されますが、データベースはマウントされません。そのよう
な状況では、このエラーは基本監視または詳細監視の、診断監視オプションによって

のみ検出されます。詳細監視ではエラーの検出後にデータベーステーブルが更新さ

れるのに対して、診断監視では更新は行われません。

基本監視のプロセス監視が設定されている場合は、このような競合は未検出になりま

す。診断監視オプションを設定するためには、コマンドラインインターフェース（CLI）
または VOM を使います。

詳細監視モードでは、エージェントはデータベースのテストテーブルでトランザクションを

実行し、Oracle が正常に機能していることを確認します。エージェントは、このテストテー
ブルを内部的に使用します。 テストテーブルではその他のトランザクションを実行しない
ことをお勧めします。Oracle リソースの DetailMonitor 属性は、エージェントが詳細監視
を実行する必要があるかどうかを決定します。

メモ: ApplicationHA ウィザードを使って Oracle の基本監視を設定します。詳細監視を
有効にするには、CLI または VOM を使います。

詳細監視での Oracle エラーコードの操作
Symantec ApplicationHA agent for Oracle は、詳細監視中に Oracle のエラーを処理
します。エージェントは、Oracle のエラーを重大度別に分類し、定義済みのアクションを
各エラーコードに関連付けます。

エージェントには oraerror.dat という参照ファイルが付属しており、Oracle エラーとその
エラーが発生した場合に実行するアクションの一覧が格納されています。

このファイルには、次の形式で情報が格納されています。
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Oracle_error_string:action_to_be_taken

次に例を示します。

01035:WARN

01034:FAILOVER

メモ: oraerror.dat ファイルに 2 つ以上のエラーが格納されている場合は、昇順の優先
度が適用され、ApplicationHA agent for Oracle は最初のエラーのみを処理します。

oraerror.dat ファイルに 2 つ以上のエラーが格納されている場合、ApplicationHA agent
for Oracle がエラーを処理する順序は FAILOVER/NOFAILOVER、UNKNOWN、
IGNORE/WARN になります。

表 1-7 に、Oracle エラーが発生したときにエージェントが実行する事前定義済みアクショ
ンの一覧を示します。

表 1-7 Oracle エラーの事前定義済みエージェントのアクション

説明アクション

エラーを無視します。

Oracle のための Symantec エージェントでエラーが発生したときは、エー
ジェントは oraerror.dat のファイルのエラーコードと比較します。ファイルに
一致するエラーコードがなければ、エージェントはエラーを無視します。

IGNORE

リソースの状態を UNKNOWN と判断し、Notifier リソースが設定されている
場合は通知を送信します。

このアクションは、通常、設定エラーまたはプログラムインターフェースのエ

ラーに関連付けられます。

UNKNOWN

リソースの状態を ONLINE と判断し、Notifier リソースが設定されている場
合は通知を送信します。

このアクションは、通常、クォータの制限、セッションの制限または制限され

たセッション数を越えたことによるエラーに関連付けられます。

WARN

Oracle エージェントによる診断監視のサポートの仕組み
Symantec Cluster Server agent for Oracle は、Oracle 診断 API を使って、ノード上の
Oracle インスタンスが適切にシャットダウンしたか、中止されたかを判別します。Oracle
インスタンスが VCS の制御外で適切にシャットダウンした場合、エージェントはその操作
を意図的なオフライン化として認識します。

Oracle 診断 API は、すべての UNIX プラットフォーム、Oracle Database 10g リリース
以降でサポートされます。
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build_oraapi.sh スクリプトを使って、Oracle 診断監視に必要なライブラリをリンクでき
ます。シマンテック社では、build_oraapi.sh スクリプトとともに、Oracle エージェントの
/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリに Oracle 用の VCS エージェントを同
梱しています。

Oracle 診断監視に必要な実行可能ファイルの生成
build_oraapi.sh スクリプトを使う前に注意事項を確認してください。

build_oraapi.sh スクリプトを使って Oracle ライブラリをリンクす
るための前提条件

Oracle の診断ライブラリを構築する前に、次の前提条件が満たされていることを確認し
てください。

■ ORACLE_HOME 環境変数を設定します。
# export ORACLE_HOME=/u01/oraHome

/u01/oraHome は、ORACLE_HOME 環境変数が設定されるディレクトリパスです。

■ ORACLE_HOME 変数が設定されていない場合は、スクリプトを実行するときに、コ
マンドラインオプションとして Oracle バージョンと共に ORACLE_HOME 変数への
ディレクトリパスを使います。

# build_oraapi.sh -version <version> [-oracle_home

<path_to_oracle_home>]

version は Oracle データベースのバージョンを示し、path_to_oracle_home は
ORACLE_HOME 変数にアクセスするパスを示します。

■ build_oraapi.sh スクリプトを実行する前に、ORACLE_HOME 変数がアクセス可
能であることを確認してください。

build_oraapi.sh スクリプトを実行する際の注意事項
■ Oracle 診断監視を使うクラスタの各ノードに対して build_oraapi.sh スクリプトを実
行します。

■ Oracle データベースバージョンをノードでアップグレードしたときは、常に
build_oraapi.sh スクリプトを実行して Oracle ライブラリを再リンクする必要があり
ます。

■ Oracle エージェントディレクトリに作成された Oracle 診断バイナリは、ORACLE_HOME
ディレクトリと、build_oraapi.sh スクリプトの実行時に指定した Oracle データベー
スバージョンに対応します。ORACLE_HOME は、環境変数として設定するか、コマ
ンドラインオプションとして指定できます。Oracle データベースバージョンは
build_oraapi.sh スクリプトによりコマンドラインオプションとして指定できます。
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■ build_oraapi.sh スクリプトは VCS 6.1 リリースに付属しています。シマンテック社は、
事前に構築された Oracle 診断バイナリ（oraapi_32、oraapi_3211g、oraapi_64、
oraapi_6411g）を出荷しません。

■ Oracle エージェントで診断サポートを有効にするには、build_oraapi.sh スクリプ
トを実行して、Oracle バージョンに基づき Oracle 診断バイナリを構築する必要があ
ります。

build_oraapi.sh スクリプトを使った Oracle エージェントの実行可
能ファイルの構築

build_oraapi.sh スクリプトを使って Oracle エージェントの実行可能ファイルを構築する
には

1 root ユーザーとしてノードにログインします。

2 Oracle ホームディレクトリパスを設定します。

# export ORACLE_HOME=/u01/oraHome

ここで、/u01/oraHome はファイルを格納する Oracle ホームディレクトリです。

3 Oracle エージェントのディレクトリにアクセスします。

# cd /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle

4 Oracle エージェントディレクトリから次のコマンドを実行します。

# ./build_oraapi.sh -version version

ここで、version はノード上の Oracle データベースのバージョンです。

5 ORACLE_HOME 変数を指定しない場合、oracle_home パラメータをコマンドライ
ンオプションとして設定することもできます。

#./build_oraapi.sh -version version -oracle_home /u01/oraHome

ここで、version はノード上の Oracle データベースのバージョンで、/u01/oraHome
は ORACLE_HOME 変数値として設定される Oracle ホームディレクトリパスです。

このスクリプトにより、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle というエージェントディレクトリ
にバイナリが生成されます。1 つのノード上で生成される Oracle 診断バイナリは、Oracle
のメジャーバージョン（10、11、または 12）とそのノードで利用可能なシステムアーキテク
チャ（32 ビットまたは 64 ビット）に基づきます。

たとえば、64 ビットシステム上の Oracle バージョン 11 の場合、oraapi_6411g というバ
イナリが作成されます。

p.38 の 「Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的なオフライン化の検証
」 を参照してください。
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Netlsnr エージェントの機能
リスナーとは、新規のクライアント接続要求を待機し、データベースに対するトラフィックを

管理するサーバープロセスです。Netlsnr エージェントは、リスナーサービスをオンライン
に切り替え、状態を監視し、オフラインに切り替えます。

表 1-8 に、Netlsnr エージェントの機能を一覧で示します。

表 1-8 Netlsnr エージェントの機能

説明エージェントの操作

次のコマンドを使ってリスナーのプロセスを起動します。

lsnrctl start $LISTENER

Online

次のコマンドを使ってリスナーのプロセスを停止します。

lsnrctl stop $LISTENER

パスワードを使ってリスナーが設定されている場合、エージェントは、そ

のパスワードを使ってそのリスナーを停止します。

Offline

リスナープロセスの状態を確認します。

Netlsnr エージェントでは、基本と詳細の 2 段階の監視レベルを設定
できます。

■ 基本監視モードでは、エージェントは tnslsnr プロセスのプロセ
ステーブルをスキャンして、リスナーのプロセスが実行中であること

を確認します。

■ 詳細監視モードでは、エージェントは lsnrctl status
$LISTENER コマンドを使ってリスナープロセスの状態を確認しま
す。（デフォルト）

Monitor

tnslsnr $Listener のプロセステーブルをスキャンし、そのテーブ
ルを破棄します。

Clean

ApplicationHA 仮想マシンの標準的な Oracle 設定
ApplicationHA 環境における標準的な Oracle 設定には次の特徴があります。

■ Oracle バイナリはローカルにまたは共有ディスクにインストールできます。データは
データディスクに保存できます。データディスクおよび Oracle インストールバイナリ
ディスクが仮想マシンの起動または再ブート後に自動的にマウントされることを確認し

てください。必要なディスクを自動的にマウントするには、 /etc/fstab に適切なエ
ントリを追加します。
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ApplicationHA 仮想マシンでの Oracle 設定について
ApplicationHA 環境での Oracle 設定に関係するタスクには次が含まれます。

■ ApplicationHA 仮想マシンの設定
ApplicationHA のインストールと設定について詳しくは『Symantec ApplicationHA
インストールガイド』を参照してください。

■ Oracle のインストールと設定
p.20 の 「ApplicationHA 環境での Oracle のインストールについて」 を参照してくだ
さい。
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Oracle のインストールと設
定

この章では以下の項目について説明しています。

■ ApplicationHA 環境での Oracle のインストールについて

■ ApplicationHA 環境に Oracle をインストールする前に

■ Oracle のインストールのための ApplicationHA の必要条件について

ApplicationHA 環境での Oracle のインストールについ
て

Oracle を ApplicationHA 仮想マシンにインストールする場合は、すべての仮想マシン
でのインストールを確実に統一することが必要になります。

Linux 版の Oracle のマニュアルを参照してください。

Oracle を ApplicationHA 環境にインストールする方法には、次の 2 種類があります。

Oracle バイナリと Oracle データは共有ディスクにイ
ンストールされます。

共有ディスク上に $ORACLE_HOME を
配置した場合

Oracle バイナリは各node でローカルにインストール
され、Oracle データは共有ディスクにインストールさ
れます。

ローカルディスク上に $ORACLE_HOME
を配置した場合

Oracle データには、データファイル、制御ファイル、REDO ログファイル、アーカイブログ
ファイルが含まれます。

ユーザー oracle とグループ dba は、Network Information Service（NIS と NIS+）ユー
ザーではなくローカルユーザーである必要があります。
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ApplicationHA 環境に Oracle をインストールする前に
次の前提条件を満たしていることを確認してください。

■ Oracle と ApplicationHA を実行するための適切なリソースがすべての仮想マシンに
あることを確認します。

■ ネットワークが TCP/IP プロトコルをサポートしていることを確認します。

■ Oracle をインストールするための ApplicationHA の必要条件を満たしていることを確
認します。

p.21 の 「Oracle のインストールのための ApplicationHA の必要条件について」 を
参照してください。

Oracle のインストールのための ApplicationHA の必要
条件について

ApplicationHA 仮想マシンに Oracle をインストールするには、次の必要条件を満たして
いる必要があります。

Oracle をインストールする各nodeが、Oracle の設定に
関する次の必要条件を満たしている必要があります。

■ ディスクパーティション

■ 共有メモリ

■ スワップサイズ

■ セマフォ

■ ファイルハンドル

個々の必要条件について詳しくは、対応するオペレー

ティングシステムに関する Oracle のマニュアルを参照し
てください。

カーネルパラメータの設定

Linux をインストールするときは、Software Development
パッケージオプションを選択することを推奨します。この

オプションは、インストール時の Oracle の再リンクや一
部の Advanced Server 機能を利用するために必要で
す。

Linux パッケージグループ

Sun の JDK 1.3.1_02 または Blackdown の JDK 1.1.8
がシステムにインストールされていることを確認します。

Linux の JDK の必要条件
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環境にもよりますが、Oracle ホームディレクトリ
（$ORACLE_HOME）は次のどちらかの方法で配置で
きます。

■ 各サーバーのディスクにローカルに配置する

■ 共有ストレージに配置する

それぞれの方法の利点を見直して、どちらかに決めま

す。

$ORACLE_HOME の場所

仮想マシンでは複数の Oracle インスタンスを持つこと
が可能です。その場合、各インスタンスのパラメータファ

イルはすべての仮想マシンからアクセスできなければな

りません。

メモ: 同じシステムに Oracle の複数のバージョンをイン
ストールした場合は、SID に重複がないことを確認しま
す。

複数の Oracle インスタンス（SID）の設
定

表領域を通常の（EXT2/EXT3 または VxFS）ファイル上
に作成する場合、これらのファイルを含むファイルシステ

ムは共有ディスク上に配置する必要があります。また、各

nodeで、共有ディスク上のファイルシステム用に同一の
マウントポイントを作成します。

Oracle の表領域に共有ディスク上の RAW デバイスを
使う場合は、次の必要条件を満たしている必要がありま

す。

■ 所有者が Oracle DBA ユーザーであること。
■ Oracle のデータを格納する RAW デバイスでの権
限またはアクセスモードが 660 であること。

たとえば、Veritas Volume Manager を使っている場合
は、次のように入力します。

# vxedit -g diskgroup_name set group=dba ¥
user=oracle mode=660 volume_name

メモ: ユーザー oracle とグループ dba は、Network
Information Service（NIS と NIS+）ユーザーではなく
ローカルユーザーである必要があります。

Oracle データベース表領域の場所

22第 2 章 Oracle のインストールと設定
Oracle のインストールのための ApplicationHA の必要条件について



Netlsnr エージェントは、リスナープロセスのためのパス
ワード認証と同様、OS の認証をサポートします。Oracle
10g 以降のバージョンを使用している場合は、OS の認
証を設定することを推奨します。リスナーのパスワードを

設定する場合は、パスワードが正しく設定されたかを確

認してください。パスワードが不適切に設定された場合

には、リスナーにエラーが生じる場合があります。

リスナー認証の設定について詳しくは、Oracle のマニュ
アルを参照してください。

ApplicationHA 環境のリスナー認証

ApplicationHA 環境では、Oracle データベースのホッ
トバックアップはデフォルトで有効に設定されています。

Oracle データベースのホットバックアップを実行してい
るときに、仮想マシンでエラーが発生することがあります。

ApplicationHA は、次の必要条件が満たされた場合に
のみ再起動を試みます。

■ AutoEndBkup の属性値はデフォルトの 1 に設定さ
れている必要があります。

■ Oracle エージェントの起動オプションは、
STARTUP、STARTUP_FORCE、または CUSTOM
でなければなりません。

ApplicationHA の必要条件を満たしていない場合は、
手動でホットバックアップを終了する必要があります。

メモ: AutoEndBkup 属性値を 0 に設定した場合は、
ApplicationHA の予期しない動作を回避するために、
DetailMonitor 属性値を 1 に設定する必要があります。

ApplicationHA 環境での Oracle デー
タベースのホットバックアップ

メモ: 特定の属性を修正または調整する場合は、CLI または VOM を使います。
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Symantec ApplicationHA で
監視するアプリケーションの
設定

この章では以下の項目について説明しています。

■ ApplicationHA でのアプリケーション監視の設定について

■ Oracleのアプリケーション監視を設定する前に

■ ［Symantec High Availability］ビューへのアクセス

■ Oracleのアプリケーション監視の設定

ApplicationHA でのアプリケーション監視の設定につい
て

この章では、仮想化環境内の ApplicationHA でアプリケーション監視を設定する手順に
ついて説明します。

先に進む前に、次の点を確認してください。

■ 仮想マシンで監視するアプリケーションを設定するには、Symantec ApplicationHA
設定ウィザードを使います。

■ Symantec ApplicationHA 設定ウィザードは、VOM（Veritas Operations Manager）
Management Server コンソールの［Symantec High Availability］ビューで［アプリ
ケーション監視の設定（Configure Application Monitoring）］をクリックすると起動し
ます。

■ このリリースでは、このウィザードから監視を設定できるのは、仮想マシンあたり 1 つ
のアプリケーションのみです。
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このウィザードを使って別のアプリケーションを設定するには、まず既存のアプリケー

ション監視を設定解除する必要があります。

■ ウィザードでアプリケーションの監視を設定したら、VCS（Symantec Cluster Server）
コマンドを使って、同じ仮想マシンにある他のアプリケーションの監視を設定できます。

詳しくは、次の TechNote を参照してください。
http://www.symantec.com/docs/TECH159846

■ Oracleに監視を設定した後で、別の Oracle インスタンスを作成しても、これらの新し
いコンポーネントは既存の設定での監視対象にはなりません。

このような場合は、まず既存の設定を解除し、次にウィザードを使ってアプリケーショ

ンを再設定する必要があります。その後、すべてのインスタンスとデータベースを監視

対象として選択できます。

Oracleのアプリケーション監視を設定する前に
仮想マシンの Oracle のアプリケーション監視を設定する前に、次の手順を完了してくだ
さい。

■ VOM（Veritas Operations Manager）Management Server をインストールします。
VOM での作業について詳しくは、『Symantec ApplicationHA ユーザーズガイド』を
参照してください。［Symantec High Availability］ビューへのアクセスについて詳しく
は、p.25 の 「［Symantec High Availability］ビューへのアクセス 」 を参照してくださ
い。 を参照してください。

■ 監視する必要がある仮想マシンに ApplicationHA ゲストコンポーネントをインストー
ルします。

■ アプリケーション監視を設定する仮想マシンにログオンしているユーザーに、

ApplicationHA のアプリケーション監視の設定（管理者）権限を割り当てます。

■ 仮想マシンで監視したいアプリケーションとそれに関連するコンポーネントをインストー

ルします。

■ ファイアウォールを設定した場合は、ファイアウォールの設定で必ず ApplicationHA
インストーラ、ウィザード、サービスで使うポートにアクセスすることを許可します。

使われるポートとサービスの一覧については、『Symantec ApplicationHA インストー
ルガイド』を参照してください。

［Symantec High Availability］ビューへのアクセス
KVM 環境で実行している仮想マシンのアプリケーションを管理するには、VOM（Veritas
Operations Manager）Management Server コンソールの［Symantec High Availability］
ビューにアクセスする必要があります。

［Symantec High Availability］ビューでは、次のような管理操作を実行できます。
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■ アプリケーションを開始する

■ アプリケーションを停止する

■ アプリケーション監視を設定します

■ アプリケーション監視を設定解除する

■ アプリケーションハートビートを有効にする

■ アプリケーションハートビートを無効にする

■ 保守モードを開始する

■ 保守モードを終了する

［Symantec High Availability］ビューにアクセスするには

1 VOM Management Server コンソールにログオンします。

2 ［サーバー（Server）］パースペクティブを選択し、左ペインの［管理（Manage）］を展
開します。

3 ［組織（Organization）］または［未分類のホスト（Uncategorized Hosts）］を展開して
仮想マシンに移動します。

4 必要な仮想マシンを右クリックし、［ApplicationHA の管理（Manage ApplicationHA）］
をクリックします。

［Symantec High Availability］ビューが表示されます。

Oracleのアプリケーション監視の設定
仮想マシンでOracleの監視を設定するには、次の手順を実行します。

Oracleのアプリケーション監視を設定するには

1 VOM Management Server コンソールの［Symantec High Availability］ビューで、
［アプリケーション監視の設定（Configure Application Monitoring）］をクリックしま
す。

Symantec ApplicationHA 設定ウィザードが起動します。

2 ［ようこそ（Welcome）］画面の情報を確認して、［次へ（Next）］をクリックします。

ウィザードに、システムでサポートされるすべてのアプリケーションが表示されます。

3 ［アプリケーション選択（Application Selection）］ページの［サポート対象アプリケー
ション（Supported Applications）］リストで、［Oracle］をクリックします。
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4 Oracle データベースインスタンスと関連するリスナープロセスが実行中であることを
確認して、［次へ（Next）］をクリックします。

アプリケーションの検出ページが表示されます。

メモ: Oracle データベースインスタンスが実行中でない場合は、それらのインスタン
スが oratab ファイルに追加されていることを確認します。

5 ［リスナーの選択（Listener Selection）］パネルで、表示されている Oracle リスナー
を確認します。

リスナーの名前。Listener

Oracle バイナリファイルと設定ファイルへの $ORACLE_HOME パ
ス。

Home

実行可能ファイルとデータベースファイルの所有者として /etc/passwd
に定義されている Oracle ユーザー。

Owner

任意の操作によって提供されるファイルの絶対パス名を指定します。EnvFile

Listener 設定ファイルが存在するディレクトリへの $TNS_ADMIN パ
ス（listener.ora）。

TnsAdmin

このパスワードは、選択されたリスナーに対して設定されます。Password
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6 ［Oracle データベースの選択（Oracle Database Selection）］画面で、監視する
Oracle データベースインスタンスと関連付けられたリスナーを選択して、［設定
（Configure）］をクリックします。

監視する Oracle インスタンスをクリックして選択します。Instances

Oracle システム ID（SID）は、システムの特定のデータベースを
一意に識別するために使われます。このため、コンピュータシス

テム上に、同じ SID を持つ複数のデータベースを置くことはでき
ません。

Database SID

ORACLE_HOME は、Oracle がインストールされるディレクトリを
示します。

Oracle Home

データベースの所有者は、Oracle ホームディレクトリの所有者を
示します。

Database Owner

PFILE は、Oracle システムによって使われるパラメータと値を含
むテキストファイルです。

PFILE Path

Oracle リスナーは、クライアントの着信接続の要求を受信し、これ
らの要求のデータベースサーバーへのトラフィックを管理します。

Listeners

メモ: 選択した各 SID に対し、検出されたすべてのリスナーが表示され、関連するリ
スナーが選択されます。検出のフェーズで正しい SID とリスナーの関連付けが表示
されない場合は、選択した SID に対応する適切なリスナーを選択できます。

7 ウィザードはアプリケーションの監視設定タスクを実行します。ApplicationHA の設
定画面に各タスクの状態が表示されます。

すべてのタスクを完了したら、［次へ（Next）］をクリックします。

メモ: 設定タスクが失敗した場合は、［診断情報（Diagnostic information）］をクリック
して失敗の詳細を確認します。

次に、ウィザードを再度実行してアプリケーション監視を設定する必要があります。

8 ［完了（Finish）］をクリックしてウィザードを終了します。

これで、監視するアプリケーションの設定が完了します。
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9 仮想マシンの設定済みのアプリケーションの状態を表示するには、VOM
Management Server コンソールで適切な仮想マシンを右クリックして、
［ApplicationHA の管理（Manage ApplicationHA）］をクリックします。

［Symantec High Availability］ビューが表示されます。

デフォルトでは、［コンポーネントリスト（Component List）］タブが表示されます。この
タブには、設定済みのアプリケーションの各コンポーネントと、各コンポーネントの状

態の説明が表示されます。

Veritas Operations Manager を使ったアプリケーションの表示と管理について詳し
くは、『Symantec ApplicationHA ユーザーズガイド』を参照してください。
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10 監視対象アプリケーションのコンポーネントの依存関係を表示するには、［コンポー

ネントの依存関係（Component Dependency）］タブをクリックします。

コンポーネントの依存関係を示すグラフが表示されます。

このグラフは、設定済みのアプリケーションに対して、選択したコンポーネントグルー

プ（アプリケーションまたは相互に関連するコンポーネントのグループ）とそのコンポー

ネントの依存関係を表します。左ペインには、コンポーネントグループや設定済みの

アプリケーションが表示されます。右ペインには、選択したコンポーネントグループま

たはアプリケーションのコンポーネントが表示されます。

設定済みのアプリケーションに対するコンポーネントの依存関係の表示について詳

しくは、『Symantec ApplicationHA ユーザーズガイド』を参照してください。

30第 3 章 Symantec ApplicationHA で監視するアプリケーションの設定
Oracleのアプリケーション監視の設定



Symantec ApplicationHA
agent for Oracle のトラブル
シューティング

この章では以下の項目について説明しています。

■ ApplicationHA agent for Oracle のトラブルシューティングについて

■ Oracle と Netlsnr エージェントに共通のエラーメッセージ

■ Oracle エージェント固有のエラーメッセージ

■ Netlsnr エージェント固有のエラーメッセージ

■ Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的なオフライン化の検証

ApplicationHA agent for Oracle のトラブルシューティン
グについて

アクセスが必要なエラーログの情報を確認します。

■ Oracle のインストールのエラーログを調べるには、次のファイルにアクセスする必要
があります。

$ORACLE_BASE/oraInventory/logs/installActionsdate_time.log

このファイルにはインストールの間に起きたエラーが記載されています。その記載内

容はエラーの性質を明らかにするとともに、インストールの間に生じたことを正確に指

し示しています。インストールに問題がある場合は、問題をデバッグするためにテクニ

カルサポートにこのファイルを送る必要があります。
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■ ApplicationHA のログファイルを調べるには、次のファイルにアクセスする必要があり
ます。

/var/VRTSvcs/log/engine_A.log

/var/VRTSvcs/log/Oracle_A.log

/var/VRTSvcs/log/Netlsnr_A.log

これらのファイルには、ApplicationHA エンジンや他の Oracle のエージェントが実行
したすべてのアクションが含まれています。

Oracle と Netlsnr エージェントに共通のエラーメッセー
ジ

表 4-1 に、ApplicationHA agent for Oracle のエラーメッセージとその説明、推奨される
解決策（利用可能な場合）の一覧を示します。

メモ: 次の表の %s は、ApplicationHA で設定された Oracle または Netlsnr の特定のイ
ンスタンスに当てはまる実際の値に置き換える必要があります。

表 4-1 ApplicationHA agent for Oracle のエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

Oracle または Netlsnr タイプの Home 属性が設定さ
れていません。

解決方法: Home 属性に Oracle ホームディレクトリの
正しい絶対パス名を設定します。

ORACLE_HOME が定義されていません。
（No ORACLE_HOME specified）

Oracle または Netlsnr タイプの Home 属性に指定さ
れた文字列が正しくありません。

解決方法: Home 属性に Oracle ホームディレクトリの
正しい絶対パス名を設定します。

Oracle のホームディレクトリ %s が存在し
ません。（Oracle home directory %s does
not exist）

環境変数のソースとして EnvFile 属性で指定された
ファイルが存在しないか、読み込めないか、またはテ

キストファイルではない、のいずれかです。

解決方法: EnvFile 属性に正しい絶対パス名を設定
します。ファイルの書式が有効であることを確認してく

ださい。

ファイル %s は適切なテキストファイルでは
ありません。（File %s is not a valid text
file）
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説明と解決方法メッセージ

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

詳細テストを実行中に、VCSAgExec はエ
ラーを返しました。（VCSAgExec returned
failure when trying to execute in-depth
test）

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

%s からパイプを開けません。（Unable to
open pipe from %s）

Oracle プロセスとして指定された PID が、前回の監
視サイクルで登録されたものと異なることを示す警告

メッセージ。

プロセス %s を再起動しました。（Process
%s restarted）

MonScript の実行に失敗しました。

解決方法: MonScript をデバッグし、失敗の原因を特
定します。

監視プロシージャ %s から %s が返されま
した。（Monitor procedure %s returned
%s）

MonScript の実行中に発生した内部エラー。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

監視プロシージャ %s は終了しませんでし
た。戻り値は %s です。（Monitor
procedure %s did not exit, return value
is %s）

Oracle タイプの Owner 属性が設定されていません。

解決方法: Owner 属性にデータベースバイナリの正
しい所有者を設定します。

Oracle を実行するための所有者が定義さ
れていません。（No owner for Oracle
executables was specified）

Owner 属性が指定するオペレーティングシステムの
ユーザーが無効です。

解決方法: Owner 属性にデータベースバイナリの正
しい所有者を設定します。

無効な所有者 %s が、Oracle の所有者と
して定義されています。（Invalid owner %s
for Oracle executables was specified）

MonScript の属性が指定するファイルは、アクセスで
きないか、見つかりません。

解決方法: ファイル名が有効なアクセス可能なファイ
ルであることを確認します。

Monscript %s へのアクセスは拒否されま
した。詳細監視は有効にされません。有効

なファイルを指定してください。（Access to
Monscript %s denied. Detail Monitoring
will not be enabled!! Please specify a
valid file.）

エージェントは、指定したパスワードを解読できませ

ん。

解決方法: vcsencrypt ユーティリティを使って新しい
暗号化パスワードを作成し、パスワードを指定します。

パスワードの解読中にエラーが発生しまし

た。（Encountered errors while decrypting
password!）
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Oracle エージェント固有のエラーメッセージ
表 4-2 に、Oracle の ApplicationHA エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨
される解決策（利用可能な場合）の一覧を示します。

メモ: 次のテーブルの %s は ApplicationHA で設定される実際の Oracle データベース
インスタンス名によって置き換える必要があります。

表 4-2 Oracle エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

Oracle タイプの Sid 属性が設定されて
いません。

解決方法: Sid 属性の値に正しいデータ
ベースインスタンスを設定します。

SID が定義されていません。（No SID specified）

クライアントユーティリティ svrmgrl が
$ORACLE_HOME/bin ディレクトリの中
に見つかりません。

解決方法: Oracle ホームディレクトリが正
しく指定されており、この実行ファイルが

存在することを確認します。

%s/bin で sqlplus が見つかりません（sqlplus not found
in %s/bin）

クライアントユーティリティ srvctl が
$ORACLE_HOME/bin ディレクトリの中
に見つかりません。

解決方法: Oracle ホームディレクトリが正
しく指定されており、この実行ファイルが

存在することを確認します。

%s/bin で srvctl が見つかりません（srvctl not found in
%s/bin）

次のコマンドが clean または offline エン
トリポイントで Oracle インスタンスを閉じ
る処理に失敗したことを示す警告メッセー

ジ。

■ shutdown immediate
■ shutdown abort

Oracle %s の停止に失敗しました。（Oracle %s failed
to stop）

clean または offline エントリポイントの実
行前からデータベースインスタンスが動

作していなかったことを示す警告メッセー

ジ。

解決方法: 必要なアクションはありませ
ん。

Oracle データベース %s は起動していません（Oracle
database %s not running）
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説明と解決方法メッセージ

Oracle プロセスに SIGTERM が発行さ
れたことを示す警告メッセージ。

解決方法: 必要なアクションはありませ
ん。

Oracle（%s）を TERM %s で強制終了します。（Oracle
（%s）kill TERM %s）

Oracle プロセスに SIGKILL が発行され
たことを示す警告メッセージ。

解決方法: 必要なアクションはありませ
ん。

Oracle（%s）を KILL %s で強制終了します。（Oracle
（%s）kill KILL %s）

データベースが QUIESCING または
QUIESCED 状態であることを示す警告
メッセージ。

データベースは QUIESCING 状態または QUIESCED
状態です。（Database in QUIESCING/QUIESCED
state）

データベースが RESTRICTED モード
であることを示す警告メッセージ。

データベースは RESTRICTED モードです。（Database
in RESTRICTED mode）

データベースが SUSPENDED 状態で
あることを示す警告メッセージ。

データベースは SUSPENDED 状態です。（Database
in SUSPENDED state）

詳しくは Oracle のアラートログを参照し
てください。

監視が、指定された値と同じ回数タイム

アウトすると、clean エントリポイントが呼
び出され、対応するリソースが強制的に

停止されます。次に、RestartLimit 属性
の値に応じて、リソースは FAULTED と
マーク付けされるか、再起動されます。

解決方法: FaultOnMonitorTimeouts 属
性の値を 0 に設定し、監視のエラーがリ
ソースの障害と見なされないようにしま

す。

考えられる別の原因としては、データベー

スの設定中に自動アーカイブが有効で

なかったことが挙げられます。

解決方法: データベースを手動でアーカ
イブします。自動アーカイブが有効な場

合は、init.ora ファイルの
LOG_ARCHIVE_START パラメータの
値を TRUE に設定します。

リソース %s - 監視プロシージャが、設定した時間内に
完了しませんでした。（Resource %s- monitor
procedure did not complete within the expected
time.）
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説明と解決方法メッセージ

データベースを起動するためのカスタム

スクリプトが指定された場所にありません。

解決方法: カスタムファイルが指定された
場所にあり、有効なアクセス権が付与さ

れていることを確認します。

カスタムスクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/
start_custom.sql が存在しません。データベースが起
動できなくなります。（Custom script
/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/start_custom.sql
does not exist.Will not be able to start the database.）

データベースを停止するためのカスタム

スクリプトが指定された場所にありません。

解決方法: カスタムファイルが指定された
場所にあり、有効なアクセス権が付与さ

れていることを確認します。

カスタムスクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/
shut_custom.sql が存在しません。データベースが起
動できなくなります。（Custom script
/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/shut_custom.sql
does not exist.Using default shutdown option.）

oraerror.dat ファイルが存在しないか、
サポートされていない書式でレコードを

保持しています。

解決方法: oraerror.dat ファイルが存在
し、そのデータがサポートされている書式

であることを確認します。

oraerror.dat は、解析可能なレコードではありません。
（oraerror.dat did not have records that could be
parsed）

MonitorOpion の値が、0 未満または 1
より大きくなっています。

解決方法: MonitorOption 属性の値を
0 または 1 に設定します。

監視オプションが正しくありません。（Incorrect Monitor
Option）

Oracle のバージョンが Oracle 10g 以降
ではないのに診断監視オプションが選択

されました。

解決方法: MonitorOption の値を 0 に
設定して、プロセスチェック監視オプショ

ンを選択します。

この Oracle バージョンに MonitorOption 値を適用でき
ません（MonitorOption value not applicable for this
Oracle Version）

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連
絡ください。

診断監視のテストを実行中に VCSAgExec がエラーを
返しました（VCSAgExec returned failure when trying
to execute health check monitor test）

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連
絡ください。

Oracle のバージョンを検索中に VCSAgExec がエラー
を返しました（VCSAgExec returned failure while trying
to find Oracle version）
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説明と解決方法メッセージ

詳細監視が有効に設定されましたが、詳

細監視に必要な属性が正しく設定されて

いません。

解決方法: 詳細監視に必要な属性の値
を正しく設定するか、DetailMonitor 属性
の値に 0 を設定して詳細監視を無効に
します。

属性 User:Pword:Table:MonScript の 1 つまたは複
数が正しく設定されていません。詳細監視が有効になり

ません。詳細監視を行わない場合は、詳細監視に関す

る属性を設定しないようにしてください。（One or more
of the attributes User:Pword:Table:MonScript are
not set correctly. Detail monitoring will not be
enabled!! Unset the DetailMonitor attribute if you
want to disable DetailMonitoring.）

Netlsnr エージェント固有のエラーメッセージ
表 4-3 に、Netlsnr エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨される解決策（利用
可能な場合）の一覧を示します。

メモ: 次の表の %s は ApplicationHA で設定されている実際の Netlsnr インスタンス名
に置き換える必要があります。

表 4-3 Netlsnr エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

特定の監視サイクルで、/proc エントリを処理できませ
んでした。

解決方法: 解決する必要はありません。

プロセスディレクトリを開くことができません。

（Cannot open process directory.）

clean または offline エントリポイントの実行前からリス
ナープロセスが動作していなかったことを示す警告メッ

セージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

リスナープロセス %s が、動作していませ
ん。（Listener process %s not running）

リスナープロセスに SIGTERM が発行されたことを示
す警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

Listener %s を TERM %s で強制終了し
ます。（Listener %s kill TERM %s）

リスナープロセスに SIGKILL が発行されたことを示す
警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

Listener %s を KILL %s で強制終了しま
す。（Listener %s kill KILL %s）
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説明と解決方法メッセージ

クライアントユーティリティ lsnrctl が
$ORACLE_HOME/bin ディレクトリの中に見つかりま
せん。

解決方法: Oracle ホームディレクトリが正しく指定され
ており、この実行ファイルが存在することを確認します。

%s/bin で、lsnrctl が見つかりません。
（lsnrctl not found in %s/bin）

tnslsnr プロセスが応答しません。

解決方法: 基本となるネットワークプロトコルを確認し
ます。

lsnrctl がタイムアウトしました。（lsnrctl
operation timed out）

Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的
なオフライン化の検証

ここでは、Oracle インスタンスの状態、Oracle 診断バイナリ、Oracle エージェントの意図
的なオフライン化の動作を検証する手順について説明します。

メモ: 次の表に示す手順は、Owner 属性で指定されたオペレーティングシステムユーザー
が実行します。

表 4-4 では、Oracle 診断バイナリで検証可能のチェック項目の一覧を示します。

表 4-4 Oracle 診断オプション

ソリューション検証内容

次のコマンドを実行して、$ORACLE_HOME 変数が正しく設
定されていることを検証します。

# echo $ORACLE_HOME

ORACLE_HOME 環境変数が設定されていない場合は設定し
ます。たとえば、次のコマンドを実行して、ORACLE_HOME 変
数を設定します。

# export ORACLE_HOME=/u01/oraHome

ここで、/u01/oraHome は Oracle ホームディレクトリパスで
す。

ORACLE_HOME 変数が設定
されている場合
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ソリューション検証内容

次のコマンドを実行して、$ORACLE_SID 変数が正しく設定さ
れていることを検証します。

# echo $ORACLE_SID

必要な場合は、# export ORACLE_SID=db  コマンドを実
行して、$ORACLE_SID 変数を設定します。

Oracle インスタンスの SID が設
定されている場合

次のコマンドを実行して、$LD_LIBRARY_PATH 変数が正しく
設定されていることを検証します。

# echo $LD_LIBRARY_PATH

必要な場合は、# export
LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH
コマンドを実行して、$LD_LIBRARY_PATH 変数を設定しま
す。

ライブラリパスが設定されている

場合

次のコマンドを実行して、Oracle 診断バイナリが状態を正しく報
告することを検証します。

# ./oraapi_<Arch><Oracle_Version>

ここで、<Arch><Oracle_Version> はシステムアーキテクチャと
Oracle バージョンです。

例: # ./oraapi_6411g ここで、oraapi_6411g は、64 ビッ
トシステムでの Oracle バージョン 11 のバイナリビルドです。

システムによって次のメッセージが表示されます。

Instance is online

Run # echo $?

システムにより 110 が表示された場合、インスタンスはオンライ
ンでアクティブです。

Oracle インスタンスがオンライン
の場合

39第 4 章 Symantec ApplicationHA agent for Oracle のトラブルシューティング
Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的なオフライン化の検証



ソリューション検証内容

次のコマンドを実行して、Oracle 診断バイナリが状態を正しく報
告することを検証します。

# ./oraapi_<Arch><Oracle_Version>

ここで、<Arch><Oracle_Version> はシステムアーキテクチャと
Oracle バージョンです。

例: # ./oraapi_6411g ここで、oraapi_6411g は、64 ビッ
トシステムでの Oracle バージョン 11 のバイナリビルドです。

システムによって次のメッセージが表示されます。

Failure: Instance Shutdown class: SOFT

Proper Shutdown

Run # echo $?

システムにより 100 が表示された場合、インスタンスはオフライ
ンです。

Oracle インスタンスがオフライン
の場合

重要な Oracle プロセス（ora_pmon_<sid>、ora_smon_<sid>
など）のいずれかが強制終了した場合、Oracle インスタンスが
異常終了します。このような場合、Oracle 診断バイナリを実行
すると、システムによって次のメッセージが表示されます。

例: run # ./oraapi_6411g

Failure: Abnormal Termination
class: SOFT
Abnormal termination

Run # echo $?

システムにより 98 が表示された場合、Oracle の終了が処理さ
れます。Oracle の終了が異常で意図的ではないため、VCS リ
ソースがフェールオーバーします。

Oracle インスタンスが異常終了
した場合

VCS Oracle エージェントの意図的なオフライン動作の検証
次の手順を実行して、VCS Oracle エージェントがリソースの段階的な終了を意図的な
オフライン化の動作として判別するかどうかを検証します。
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1 リソースをオンラインにします。

# hares -online ORA_oraprod -sys system

ここで、system は Oracle データベースがインストールされているシステムの名前で
す。

2 IntentionalOffline と MonitorOption 属性が 1 に設定されていることを確認
します。

3 VCS の制御外で Oracle インスタンスを適切に停止します。

# su - oracle

# bash

# bash-3.00$ sqlplus "/ as sysdba"

The system displays the following message:

SQL> shutdown immediate

Database closed.

Database dismounted.

ORA-03113: end-of-file on communication channel

4 ログファイルを検証して、シャットダウンが適切に行われたことを確認できます。

Sample log message:

VCS INFO V-16-1-13470 Resource ORA_oraprod

(Owner: Unspecified, Group: ORA_PROD_Group) is offline on system.

(Intentional But NOT initiated by VCS)

Oracle エージェントによってリソースの意図的なオフライン化が認識されます。
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リソースタイプの定義

この付録では以下の項目について説明しています。

■ リソースタイプの定義と属性の定義について

■ Oracle エージェントのリソースタイプ定義

■ Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義

リソースタイプの定義と属性の定義について
リソースタイプとは、エージェントの設定の定義を表すものであり、設定ファイルでのエー

ジェントの定義方法を指定しています。属性の定義には、エージェントに関連付けられた

属性が示されています。必須属性では、エージェントが機能するために設定する必要が

ある属性について説明されています。

Oracle エージェントのリソースタイプ定義
ApplicationHA agent for Oracle は ApplicationHA で Oracle リソースタイプとして表さ
れます。

type Oracle (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle"

static keylist SupportedActions = { VRTS_GetInstanceName,

VRTS_GetRunningServices, DBRestrict, DBUndoRestrict,

DBResume, DBSuspend, DBTbspBackup,

"home.vfd", "owner.vfd", "getid", "pfile.vfd" }

static str ArgList[] = { Sid, Owner, Home, Pfile, StartUpOpt,

ShutDownOpt, EnvFile, AutoEndBkup,

User, Pword, Table, MonScript, Encoding,

MonitorOption }

A



str Sid

str Owner

str Home

str Pfile

str StartUpOpt = STARTUP_FORCE

str ShutDownOpt = IMMEDIATE

str EnvFile

boolean AutoEndBkup = 1

str MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

str User

str Pword

str Table

str Encoding

int MonitorOption = 0

static boolean IntentionalOffline = 0

)

Oracle エージェントの属性定義
Oracle エージェント属性の説明を確認します。エージェント属性は必須、オプション、内
部に分類されます。

表 A-1 に、必須属性の一覧を示します。必須属性には必ず値を割り当てる必要がありま
す。

表 A-1 Oracle エージェントの必須属性

定義データ形式と値の
タイプ

必須属性

Oracle インスタンスを表す $ORACLE_SID 変数。
Oracle エージェントと Oracle データベースサー
バーでは Sid の大文字小文字が区別されます。

文字列 - スカラーSid

実行可能ファイルとデータベースファイルの所有者

として /etc/passwd に定義されている Oracle ユー
ザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーとして LDAP
ユーザーもサポートされます。

文字列 - スカラーOwner
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定義データ形式と値の
タイプ

必須属性

Oracle バイナリファイルと設定ファイルへの
$ORACLE_HOME パス。たとえば、パスとして
/opt/ora_home を指定できます。

メモ: パスの最後にスラッシュ（/）は付けないでくだ
さい。

文字列 - スカラーHome

表 A-2 に、Oracle エージェントのオプション属性の一覧を示します。オプション属性は
必要に応じて設定できます。

表 A-2 Oracle エージェントのオプション属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Oracle インスタンスの起動オプション。この属性は
次の値をとることができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ RECOVERDB
■ CUSTOM
■ SRVCTLSTART
■ SRVCTLSTART_RO

デフォルトは STARTUP_FORCE です。

p.11 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停
止オプション」 を参照してください。

文字列 - スカラーStartUpOpt

Oracle インスタンスの停止オプション。この属性は
次の値をとることができます。

■ IMMEDIATE
■ TRANSACTIONAL
■ CUSTOM
■ SRVCTLSTOP
■ SRVCTLSTOP_TRANSACT
■ SRVCTLSTOP_ABORT
■ SRVCTLSTOP_IMMEDIATE

デフォルトは IMMEDIATE です。

p.11 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停
止オプション」 を参照してください。

文字列 - スカラーShutDownOpt
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

エントリポイントスクリプトによって提供されるファイル

の絶対パス名。このファイルには、Oracle データ
ベースサーバー環境のユーザーが設定する

LD_LIBRARY_PATH や NLS_DATE_FORMAT
などの環境変数が含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログインシェルに
よって異なります。ファイルは Owner が読み取るこ
とができなければなりません。ファイルにユーザー入

力を求めるプロンプトが含まれていてはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile

起動プロファイルの絶対パスを指定した初期化パラ

メータの名前。

また、サーバーパラメータファイルを使用することも

できます。SPFILE パラメータのみを含むオンライン
のテキスト初期化パラメータファイルを作成します。

詳細については、Oracle のマニュアルを参照して
ください。

p.57 の 「ApplicationHA 仮想マシンでの SPFILE
の使用」 を参照してください。

文字列 - スカラーPfile

AutoEndBkup 属性をゼロ以外の値に設定すると、
オンライン時にデータベースのデータファイルをバッ

クアップモードから解除します。

デフォルト: 1

p.21 の 「Oracle のインストールのための
ApplicationHA の必要条件について」 を参照して
ください。

整数 - スカラーAutoEndBkup

Oracle インスタンスの監視オプション。この属性に
は 0 または 1 を指定できます。

■ 0 - プロセスチェック監視
■ 1 - 診断監視

エージェントの意図的なオフライン機能を使うには、

この属性の値を 1 に設定する必要があります。

デフォルト: 0

p.13 の 「Oracle エージェントの監視オプション」 を
参照してください。

整数 - スカラーMonitorOption
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、このリソースタイ

プのエージェントが第 2 レベル、つまり詳細な監視
を実行する必要がある頻度を指定します。

リソースレベルでこの属性の値を上書きすることもで

きます。この値は、エージェントが第 2 レベル、つま
り詳細な監視を実行するまでの監視サイクルの数を

示します。

たとえば、値 5 は、エージェントが 5 つのオンライン
監視間隔ごとに詳細な監視を実行することを意味し

ます。

メモ: DetailMonitor 属性が詳細な監視のために使
われている場合、Symantec ApplicationHA 5.1
SP2 から Symantec ApplicationHA 6.1 へのアッ
プグレードは失敗します。Symantec ApplicationHA
6.1 にアップグレードしている場合は、DetailMonitor
属性の値を LevelTwoMonitorFreq 属性に設定し、
DetailMonitor 属性の値を 0 にリセットします。

メモ: AutoEndBkup 属性の値を 0 に設定した場合
は、LevelTwoMonitorFreq 属性の値が詳細な監視
用に 1 に設定されていることを確認します。

デフォルト: 0

整数 - スカラーLevelTwoMonitorFreq

詳細な監視のために提供されているスクリプトへの

パス名。デフォルト（基本監視）では、データベース

PID のみが監視されます。

メモ: MonScript 属性の値が無効であったり、空の
文字列に設定されている場合、詳細監視は無効に

なります。

提供されている詳細監視スクリプトのパスは

/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/SqlTest.pl です。

また、MonScript には /opt/VRTSagents/ha への
相対パス名も指定できます。相対パス名は、パス

./bin/Oracle/SqlTest.pl のように「./」で始まる必要
があります。

文字列 - スカラーMonScript

内部データベースユーザー。詳細監視のためにデー

タベースに接続します。

文字列 - スカラーUser
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

内部データベースユーザー認証のための暗号化さ

れたパスワード。

コマンドラインで入力する場合にのみパスワードを

暗号化します。パスワードは ApplicationHA Encrypt
ユーティリティを使用して暗号化する必要がありま

す。

文字列 - スカラーPword

User/Pword による更新のためのテーブル。文字列 - スカラーTable

このリソースタイプレベルの属性は、Oracle が VCS
制御の外側で意図的に停止されている場合に、VCS
が反応する方法を定義します。

VCS の制御下にない Oracle を停止すると、エー
ジェントの動作は次のようになります。

■ 0 - Oracle エージェントは障害を登録して、サー
ビスグループのフェールオーバーを開始します。

■ 1 - 診断監視が有効になっている場合、Oracle
エージェントは Oracle リソースをオフラインで取
得します。

診断監視が有効になっていない場合、エージェ

ントは障害を登録して、サービスグループの

フェールオーバーを開始します。

メモ: エージェントの意図的なオフラインの機能を使
う場合は、MonitorOption 属性の値に 1 を設定し
て、診断監視を有効にする必要があります。

デフォルト: 0

『Symantec ApplicationHA ユーザーズガイド』を参
照してください。

静的 - ブールIntentionalOffline

表 A-3 に、Oracle エージェントの内部属性の一覧を示します。この属性は内部使用の
みです。Symantec では、この属性の値を変更しないよう推奨します。
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表 A-3 Oracle エージェントの内部属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Oracle エージェントに関連付けられているバイナリ
やスクリプトなどのファイルの場所を指定します。

デフォルトは /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle で
す。

静的 - 文字列AgentDirectory

Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義
ApplicationHA agent for Oracle の Netlsnr エージェントは、ApplicationHA では Netlsnr
リソースタイプとして表されます。

type Netlsnr (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr"

static keylist SupportedActions = { VRTS_GetInstanceName,

VRTS_GetRunningServices, "tnsadmin.vfd" }

static str ArgList[] = { Owner, Home, TnsAdmin, Listener,

EnvFile, MonScript, LsnrPwd, Encoding }

str Owner

str Home

str TnsAdmin

str Listener

str EnvFile

str MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

str LsnrPwd

str Encoding

static boolean IntentionalOffline = 0

)

Netlsnr エージェントの属性定義
Netlsnr エージェント属性の説明を確認します。エージェント属性は必須、オプション、内
部に分類されます。

表 A-4 に、Netlsnr エージェントの必須属性の一覧を示します。必須属性には必ず値を
割り当てる必要があります。
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表 A-4 Netlsnr エージェントの必須属性

定義データ形式と値の
種類

必須属性

/etc/passwd の実行可能ファイルとデータベースファ
イルの定義済み所有者である Oracle ユーザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーとして LDAP ユー
ザーもサポートされます。

文字列 - スカラーOwner

Oracle バイナリファイルと設定ファイルへの
$ORACLE_HOME パス。たとえば、パスとして
/opt/ora_home を指定できます。

パスの最後にスラッシュ（/）は付けないでください。

文字列 - スカラーHome

表 A-5 に、Netlsnr エージェントのオプション属性の一覧を示します。オプション属性は
必要に応じて設定できます。

表 A-5 Netlsnr エージェントのオプション属性

定義データ形式と値の
種類

省略可能な属性

Listener 設定ファイルが存在するディレクトリへの
$TNS_ADMIN パス（listener.ora）。

デフォルトは /var/opt/oracle です。

文字列 - スカラーTnsAdmin

Listener の名前。Netlsnr エージェントと Oracle デー
タベースサーバーでは、Listener の名前の大文字小
文字は区別されません。

デフォルトは LISTENER です。

文字列 - スカラーListener

リスナーの停止と監視に使用される ApplicationHA
の暗号化されたパスワード。このパスワードは Listener
設定ファイルで設定されます。

コマンドラインで入力する場合にのみパスワードを暗

号化します。パスワードは ApplicationHA Encrypt
ユーティリティを使用して暗号化する必要があります。

文字列 - スカラーLsnrPwd
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定義データ形式と値の
種類

省略可能な属性

エントリポイントスクリプトによって提供されるファイルの

絶対パス名を指定します。このファイルには、Oracle
リスナー環境のユーザーが設定する

LD_LIBRARY_PATH などの環境変数が含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログインシェルに
よって異なります。このファイルは Owner が読み込む
ことができる必要があります。ファイルにユーザー入力

を求めるプロンプトが含まれていてはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile

詳細な監視のために提供されているスクリプトへのパ

ス名。デフォルトでは、リスナープロセスを監視する詳

細監視は有効になっています。

メモ: 属性 MonScript の値が空の文字列に設定され
ている場合、エージェントは詳細監視を無効にします。

提供されている詳細監視スクリプトへのパス名は

/opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr/LsnrTest.pl です。

また、MonScript には /opt/VRTSagents/ha への相
対パス名も指定できます。相対パス名は、パス

./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl のように「./」で始まる必要が
あります。

文字列 - スカラーMonScript

表示される Oracle の出力の Oracle エンコードに対
応するオペレーティングシステムのエンコードを指定

します。

デフォルトは "" です。

文字列 - スカラーEncoding

この属性の値は変更しないでください。

デフォルトは 0 です。

静的 - ブールIntentionalOffline

表 A-6 に、Netlsnr エージェントの内部属性の一覧を示します。この属性は内部使用の
みです。Symantec では、この属性の値を変更しないよう推奨します。

メモ: 属性の値を変更するには、CLI /Veritas Operations Manager を使います。
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表 A-6 Netlsnr エージェントの内部属性

定義データ形式と値の
種類

省略可能な属性

Netlsnr エージェントに関連付けられているバイナリや
スクリプトなどのファイルの場所を指定します。

デフォルトは /opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr です。

静的 - 文字列AgentDirectory
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詳しい監視

この付録では以下の項目について説明しています。

■ PATH 変数の設定

■ ApplicationHA agent for Oracle の詳細監視の設定

■ ApplicationHA agent for Netlsnr の詳細監視の設定

PATH 変数の設定
ApplicationHA コマンドは /opt/VRTS/bin ディレクトリにあります。このディレクトリを環
境変数 PATH に追加します。

PATH 変数を設定するには

◆ 次のいずれかの手順を実行します。

Bourne シェル（sh または ksh）の場合は、次のように入力します。

$ PATH=/opt/VRTS/bin:$PATH; export PATH

C シェル（csh または tcsh）の場合は、次のように入力します。

$ setenv PATH :/opt/VRTS/bin:$PATH

ApplicationHA agent for Oracle の詳細監視の設定
ApplicationHA agent for Oracle でのアプリケーション監視には、プライマリ（基本監視）
とセカンダリ（詳細監視）の 2 つのレベルがあります。

■ 基本監視モードでは、Oracle のプロセスを監視し、プロセスが継続的にアクティブで
あるかどうかを確認します。
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■ 詳細監視モードでは、エージェントは Oracle または Netlsnr リソースの Monscript
属性で定義されたスクリプトを実行します。スクリプトが正常に実行された場合は、リ

ソースが使用可能であると判断されます。デフォルトスクリプトは、設定に応じてカスタ

マイズできます。

p.13 の 「Oracle エージェントの監視オプション」 を参照してください。

エージェントの詳細監視機能を使うと、データベースやリスナーの状態を監視し、それら

の可用性への信頼度を高めることができます。詳細監視を設定するには、エージェントが

基本レベルの監視モードで正しく動作することが前提となります。

メモ: データベースの保守で外部ユーザーのデータベースアクセスを無効にする必要が
ある場合は、事前に詳細監視を無効にしてください。

Oracle に対する詳細監視の設定
Oracle リソースの詳細監視では、データベース内のテーブルに対して更新トランザクショ
ンを実行することによって、トランザクションに対するデータベースの準備が整っているか

どうかを確認します。この更新アクションは、ApplicationHA agent for Oracle に付属す
る 2 つのスクリプト、SqlTest.pl と SimpleTest.pl によって実行されます。これらのス
クリプトは、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/ ディレクトリの下にあります。どちらのスクリ
プトも、データベースを監視するためにタイムスタンプを更新します。

SqlTest.pl スクリプトは、タイムスタンプを更新する前に、データベースがオープンして
いるかどうかチェックします。データベースが制限モード、非活動モードまたはサスペンド

モードであることが判明した場合も、監視成功と返されます。この場合は、基本監視のみ

が行われます。SimpleTest.pl スクリプトは、データベースのチェックは行わず、テーブ
ルに対する更新ステートメントを実行するだけです。

Oracle に対して詳細監視を有効にするには、Oracle データベースにテストテーブル（タ
イムスタンプ付きの）を作成する必要があります。エージェントは、このテストテーブルを内

部的に使用します。テストテーブルではその他のトランザクションを実行しないことをお勧

めします。詳細監視用スクリプト MonScript が存在し、root にこのスクリプトの実行許可
がある必要があります。ユーザーが監視スクリプトを作成するか、エージェント付属のスク

リプトを使えます。監視スクリプトのリターンコード 100 は、異常終了を意味します。リター
ンコードの 101 から 110 は、正常終了を意味します。

詳細監視の設定例では、付属のスクリプトを基に、詳細監視で使うテーブルの作成とテス

トの方法と詳細監視を有効にする方法を示します。
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Oracle に対する詳細監視を設定するには

1 ApplicationHA 設定を書き込み可能にします。

haconf -makerw

2 不完全な再設定によって ApplicationHA が自動的に処理を行うのを避けるために、
サービスグループをフリーズします。

hagrp -freeze DiscoveredOracleSG

3 Oracle ユーザーでログインします。

su - <Owner>

4 ORACLE_HOME と ORACLE_SID の環境変数を設定します。

export ORACLE_HOME=<Home>

export ORACLE_SID=<Sid>

5 データベーステーブルを設定するために sqlplus ユーティリティを起動します。

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus /nolog

6 データベース管理者として、sqlplus プロンプトで次のステートメントを発行してテス
トテーブルを作成します。

connect / as sysdba

create user <User>

identified by <Pword>

default tablespace USERS

temporary tablespace TEMP

quota 100K on USERS;

grant create session to <User>;

create table <User>.<Table> ( tstamp date );

insert into <User>.<Table> (tstamp) values (SYSDATE);
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7 次のように入力して、作成したデータベーステーブルが使えることを確認します。

disconnect

connect <User>/<Pword>

update <User>.<Table> set ( tstamp ) = SYSDATE;

select TO_CHAR(tstamp, 'MON DD, YYYY HH:MI:SS AM')

from <User>.<Table>;

exit

8 次の ApplicationHA コマンドを使って Oracle リソースに対する詳細監視を有効に
します。

hares -modify Oracle_<SID>_res User User

hares -modify Oracle_<SID>_res Pword Pword

hares -modify Oracle_<SID>_res Table Table

hares -modify Oracle_<SID>_res MonScript "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

hares -override Oracle_<SID>_res LevelTwoMonitorFreq

hares -modify Oracle_<SID>_res LevelTwoMonitorFreq 1

haconf -dump -makero

hagrp -unfreeze DiscoveredOracleSG

Oracle リソースに対する詳細監視の有効化と無効化
詳細監視の有効と無効を切り替える手順を示します。

詳細監視を有効にするには

◆ LevelTwoMonitorFreq 属性を 1 に設定します。

hares -modify Oracle_<SID>_res LevelTwoMonitorFreq 1

詳細監視を無効にするには

◆ LevelTwoMonitorFreq 属性を 0 に設定します。

hares -modify Oracle_<SID>_res LevelTwoMonitorFreq 0

55付録 B 詳しい監視
ApplicationHA agent for Oracle の詳細監視の設定



ApplicationHA agent for Netlsnr の詳細監視の設定
Netlsnr エージェントに対しては、リスナープロセスを監視するために、詳細な監視はデ
フォルトで有効に設定されています。

属性 MonScript の値に空の文字列を設定すると、詳細な監視は無効になります。

MonScript 属性に詳細監視用のスクリプトまたは実行プログラムを指定することで、Netlsnr
に対する詳細監視を有効にできます。詳細監視の設定例では、Netlsnr 用の付属の監
視スクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr/LsnrTest.pl を使います。Netlsnr リソー
ス用の詳細監視スクリプトでは、リスナーコマンド lsnrctl status $Listener を使っ
てリスナープロセスをテストします。

Netlsnr の詳細な監視を無効にするには

◆ 詳細監視を無効にするには、MonScript 属性に空の文字列を設定します。

haconf -makerw

hagrp -freeze DiscoveredOracleSG

hares -modify LSNR_$Listener_res MonScript ""

haconf -dump -makero

hagrp -unfreeze DiscoveredOracleSG

Netlsnr に対する詳細監視を設定するには

1 ApplicationHA 設定を書き込み可能にします。

haconf -makerw

2 不完全な再設定によって ApplicationHA が自動的に処理を行うのを避けるために、
サービスグループをフリーズします。

hagrp -freeze DiscoveredOracleSG

3 次のコマンドを入力して詳細監視を有効にします。

hares -modify LSNR_$Listener_res MonScript "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

haconf -dump -makero

hagrp -unfreeze DiscoveredOracleSG
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ApplicationHA system for
Oracle での SPFILE の使用

この付録では以下の項目について説明しています。

■ ApplicationHA 仮想マシンでの SPFILE の使用

ApplicationHA 仮想マシンでの SPFILE の使用
ApplicationHA agent for Oracle の使用時には、PFILE を指定してデータベースインス
タンスを起動できます。PFILE を指定しない場合、データベースインスタンスはデフォル
トの SPFILE を使って起動されます。

エージェント属性 Pfile は、PFILE の場所を指定します。SPFILE を使う設定の場合は、
PFILE から作成される SPFILE の場所を PFILE 内のパラメータに指定する必要があり
ます。

メモ: Oracle インスタンスに対して PFILE を指定するには、CLI や Veritas Operation
Manager（VOM）を使います。

PFILE から SPFILE を作成するには

◆ SPFILE は、PFILE から作成する必要があります。SPFILE の作成には、sysdba ま
たは sysoper システム権限が必要です。

次のコマンドを使って SPFILE を作成できます。

CREATE SPFILE [= spfile_name] FROM PFILE [= pfile_name ];

SPFILE の絶対パスを指定しない場合は、このコマンドによって SPFILE がデフォ
ルトの場所（Linux では $ORACLE_HOME/dbs）に作成されます。
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PFILE で SPFILE の場所を指定するには

◆ PFILE で SPFILE の場所を指定するには、PFILE を作成し、PFILE 内に次のエン
トリを指定します。

SPFILE = spfile_location

変数 spfile_location は、SPFILE の絶対パスです。次に例を示します。

SPFILE = /database/startup/spfileora1.ora

この場合、データベースを起動するには次のコマンドを使います。

startup pfile=location_of_pfile
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ベストプラクティス

この付録では以下の項目について説明しています。

■ ApplicationHA 環境で複数の Oracle インスタンスを設定する場合のベストプラクティ
ス

ApplicationHA 環境で複数の Oracle インスタンスを設
定する場合のベストプラクティス

ApplicationHA 環境で複数の Oracle インスタンスを使うためのベストプラクティスのいく
つかを見直してください。

■ セマフォと共有メモリの割り当てが仮想マシンで適切に行われるように、システムパラ

メータを定義する。

■ 各インスタンスが同一バージョンの Oracle を使っている場合でも、それぞれの Oracle
インスタンスに対して専用のバイナリセットを使う。

■ すべてのインスタンスが同一バージョンの Oracle を使う設定の場合は、ルートディス
クまたは、可能であればセカンダリディスクにそのバージョンをインストールする。デ

フォルトの場所の pfiles を配置し、複数のリスナーのプロセスを定義してください。

■ バージョンの異なる Oracle を使う設定の場合は、各バージョンの Oracle に対し、
$ORACLE_HOME を個別に作成する。

■ バージョンの異なる Oracle に付属するリスナーには下位互換性がない場合がある。
単一の listener.ora ファイルを作成する場合は、リスナーが仮想マシン内の他のバー
ジョンの Oracle をサポートしていることを確認する。各バージョンの Oracle に対して
は、個別の Envfile を作成する。

■ リスナーがそれぞれ異なる仮想アドレスをリスニングすることを確認する。さらに、同じ

ポートをリスニングすることのないよう、リスナーに異なる名前を割り当てる。
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